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生物集団移動の専門家が利用可能な説明・意思決定のための基盤技術 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

今年度は、主にスポーツや生物集団のような複雑で多自由度な動きの計測データから、各要素

の相互作用の抽出や介入効果の推定などの機械学習手法の構築に関する研究を行い、その有

効性検証と知見獲得のための実験的研究を行った[1]。主な研究 1-2について説明する。 

研究 1では、マルチエージェントの複雑なシナリオにおける反事実の経時的介入結果の推定手

法を開発した。反事実的長期予測を用いて個々の治療効果を推定することは、自動運転車におけ

る人間の介入、スポーツにおけるパスなどの「介入」の効果を推定する際に重要であるが、従来

は、共変量の反事実的予測とマルチエージェント関係の構造が考慮されていなかった。そこでこの

研究では、マルチエージェントにおける解釈可能な反事実的リカレントネットワークを提案した。シミ

ュレータによる検証では動物の群れモデルや自動運転モデルを用い、実データではバスケットボ

ールデータを用いて検証した。この研究は現在地理情報のデータ科学の国際会議である ACM 

SIGSPATIALに採択され[1]、Best Poster Awardを受賞した。 

研究 2では、実世界の demonstrationから、マルチエージェント強化学習におけるドメイン適応

のための方法を開発中である。実世界の生物学的マルチエージェントを強化学習でモデル化する

場合、ソース (実世界のデータ) とターゲット (つまり、強化学習の仮想環境) の間にドメインギャッ

プがあるため、ターゲットダイナミクスを未知のソースダイナミクスに適応させるための手法を現在開

発中である 

その他にも集団運動の軌道予測に基づく評価[2]や、強化学習[3,4]、時空間データの情報抽出

[5]などの方法に関する研究論文が採択された。 
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